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1. はじめに 
近年、生成 AIをはじめとする AI技術の発展により、人
工知能は私たちの生活に密接な存在となっている。マサチ

ューセッツ工科大学の研究によると、ChatGPT を活用した
グループは文章作成において平均所要時間を 40％短縮し、
アウトプットの質を 18％向上させたことが報告されている 
[1]。また、内閣府がまとめた「AI 戦略 2022」では、すべ
ての大学・高専生（約 50 万人卒/年）や社会人（約 100 万
人/年）にも学習機会を提供することが求められている [2]。
しかしながら、学校の授業のみでは学習機会の拡充に限界

がある。とくに中学校技術科や高等学校情報科では、AIを
活用する方法や情報技術の発展に関する理解が教育内容に

組み込まれている [3]。 
このような背景から、今後のデジタル社会を生き抜くう

えで必要となる AI リテラシーの基礎的な習得は不可欠で
ある。しかし、現時点では AI の基礎知識や技能を学習で
きる教材は少なく、多くは中学校や高等学校における授業

実践に限られている [4]。 
そこで本研究は、ある程度情報機器の操作が習熟してい

る大学生を対象に、AIリテラシーについて理解を促すため
のフィジカル教材を開発する。AIリテラシーについて、機
械学習には教師あり学習と教師なし学習があるため、提案

する教材は両分野を対応できるようにする。また、フィジ

カルを取り入れたのは、プログラミング学習において初学

者が扱いやすい教育方法として用いられており[5]、エラー
を実際の動きとして認識できるためである。著者は、フィ

ジカル教材を用いることで AI リテラシーの習得を向上さ
せることができると考えている。 

2. 体験型フィジカル教材 
本研究では、以下の手順で教材の開発および検証を行う。 
1. AIリテラシーの学習基準を文献から策定する。 
2. 策定した学習基準をもとに自動運転をモデルとした
フィジカル教材を開発する。 

3. 教材として学習ができるかを検証する。 
4. 検証後、提案教材の評価実験を実施し、AIに関する
意識と AI に関する知識の向上について効果を確認

する。（今後の予定） 

2.1 AIリテラシーの学習基準の策定 

AIリテラシーを習得するために必要な学習基準について
策定し、日常的に AI を利用するうえで気を付けるべき内

容についてフィジカルを活用した教材を用いることで体験

的に学習できるようにする。 

具体的には、AI を学習する際の観点として、(1) 数理・
データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムが定め

るモデルカリキュラム[6]と(2) 日本の機械学習の知識を問

う資格である G検定[7]について調査を行う。 
(1)と(2)の調査結果をもとに策定した AI の基礎学習基
準・観点を表 1に示す。 

 
表 1   AIの基礎学習基準・観点 

 学習基準・観点 理解すべき事項 

A 汎用性・特化性 特定のことを行うのが得意である（画

像・音声認識等） 

B 学習と学習データ 
AI の動作には学習データと学習が必要

不可欠であり、データの質や量が重要

である 

C 推論結果の妥当性 学習データの量や質によって推論結果

で求める結果が得られないことがある 

 
それぞれの観点の策定理由は以下のとおりである。 
A) 数理・データサイエンス・AI において重視されてい

る「人間中心」の観点から、AI のできること、でき
ないことに関して学習することが必要であるためで

ある。 
B) 先行研究の授業実践で取り扱われているように、画

像認識の学習で学習データを集めるアプローチが行

われている点、数理・データサイエンス・AI におい
て、「データの活用のために統計作業を行う」とい

う意識を重視する点、Ｇ検定において「AI の社会実
装において学習データとそのデータを加工・分析・

学習させることが必要である」という点からこの観

点が必要であるためである。 
C) Ｇ検定において、データの数・質によって望ましい

結果が得られるとの記述がある。このことからデー

タ次第で望ましい結果を得ることができないことを

理解する必要があるためである。 

2.2 教材の仕様 

策定した学習基準・観点を網羅的に学習できるような体

験的なフィジカル教材の開発を行った。教材の目的として

は、AI学習の動機づけ、かつ能動的に学習を行えるように

することである。 
本研究では、NVIDIA社が発売する AI学習向けシングル

ボードコンピュータである Jetson Nano B01を用いて画像認

識によって標識を認識し、その意味に応じた制御を実行す

ることのできる車型の教材を開発した。開発した教材を図

1に示す。 
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図 1は、畳み込みニューラルネットワーク（CNN）によ
る画像分類によって標識を認識し、その標識の意味に応じ

た制御を実行する車型の教材である。  
今回開発した教材は、2 つのクラス（背景・標識）を分

類するもので、実験に用いたのは制限速度 10km の標識が

分類されると教材の動作スピードが遅くなるものである。

認識できるクラスを増やすことで、他の動作（例：一時停

止の標識により、数秒間停止など）も取り入れることがで

きる。 

3. 教材の検証 
学習者はブラウザ上で Jupyter Labにアクセスし、策定基

準に基づいた、以下の手順に従って実行することで AI に
ついて一連の学習を行える。 

1 学習データを用意する 
2 モデルを定義する 
3 モデルのトレーニング 
4 モデルのテスト 
5 結果に応じてデータを調整する 
教材では最初に 4 までの流れを実行する。テキストに従

って実行すると 4 の時点では標識を誤って分類し正しい制

御は実行されない。その後、5 を実行しデータの調整やト

レーニングの回数を調整する。5 まで実行を終えた後に正

しい推論が行えるまで 3から 5を繰り返す。  
手順 5 から先は、各自で学習データの調整やモデルのト

レーニングを調整する。学習データの調整は動作結果をも

とにデータ量を増やす。モデルのトレーニングでは Epoch
数と Loss のグラフを提示し Loss が平坦になった状態まで

学習回数を増やすことで調整を行う。調整後は教材の動作

にてモデルの精度を確認する。データと学習の調整を行う

動作画面を図 2に示す。 

提案教材は画像認識を用いるため、学習者が画像認識を

勉強することにより学習基準を理解できるか調べる必要が

ある。学習者には、学習基準をもとに文字認識（画像認識）

に関する AI の体験を行ってもらい学習基準が適合してい

るかを調べた。体験後に各学習基準が理解できたかどうか

で回答を得た結果が表 2である。 
表 2 の結果のとおり、画像認識を行うことにより、機械

学習を理解できると考えられる。ただし、AIの学習につい
ては理解できなかったとの回答もあり、教師あり学習は機

械学習の一部でしかないため、教師なし学習についても今

後、教材を作成していく必要がある。 
 

表 2 画像認識による学習基準の妥当性 

学習基準 理解できた 理解できなかった 
A 3 0 
B 2 1 
C 3 0 

 n = 3    

4. まとめ 
本研究は、AIリテラシーの理解を促すために学習基準を
策定し、基準に沿った学習が可能なフィジカル教材を提案

した。本教材の学習基準について妥当性を検証したところ、

学習者は画像認識を通して AI リテラシーの理解が深まる

結果となった。しかしながら、機械学習の学習部分につい

て理解できなかったとの意見もあり、画像認識による教師

あり学習だけではなく、教師なし学習の教材も作成してい

く必要がある。今後は、これらの教材を作成して試用評価

を行い、実際の教育現場で教育の効果について検証してい

く。 
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図 1 開発したフィジカル教材 

図 2 モデルトレーニングの調整 
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